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ン
ボ
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ア
ン

コ
ー
ル
時
代
の
法
廷
と
訴
訟
問
題
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津

良

昭

ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
政
治
と
法
|
|
問
題
の
所
在
1

1

法
廷
の
人
的
構
成

訴
訟
の
展
開

1

裁
剣
上
の
手
繍
き

2

謹
人
(
印
刷
}
内
乱
ロ
〉

3

謹
援
物
件

4
紳
明
裁
剣

四
剣
決
文
を
め
ぐ
っ
て
|
|
剣
例
二
題
|
|

五
結
び
に
か
え
て
|
|
法
慣
習
と
刑
罰
|
|
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ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
政
治
と
法

l
問
題
の
所
在
|

ア
ン
コ
ー
ル
時
代
(
九
|
一
五
世
紀
〉
と
い
う
の
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
等
の
大
遺
跡
群
を
造
営
し
、
圏
内
外
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
民
族
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
護
揚
し
た
輝
し
い
時
代
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
を
創
出
し
た
往
時
の
祉
舎
に
お
い

て
、
法
の
定
立
お
よ
び
違
反
者
に
劃
す
る
法
的
強
制
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
れ
な
り
の
法
治
健
制
が
い
か
な
る
仕
組
で
有
数
に
機
能
し
て

い
た
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。



ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
は
、
神
権
的
色
影
の
強
い
統
治
を
行
な
っ
た
が
、
行
政
の
一
部
と
し
て
司
法
樺
を
行
使
し
、
公
的
な
法
的
裁
断
が
行
わ

れ
、
枇
曾
生
活
の
卒
和
と
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
祉
曾
規
範
と
も
い
え
る
法
秩
序
が
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
?
史
料
と
し
て
使
用
す
る
碑
刻
文
と
い
う
の
は
、
嘗
時
の
支
配
者
階
層
が
諸
紳
併
へ
の
新
求
開
依
を
願
っ
て
事
跡
・
寄
進
奉
納
等
を
記

(
1
)
 

し
た
文
書
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
訴
訟
等
を
直
接
に
綴
っ
た
史
料
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
碑
文
史
料
を
丹
念
に
検
討
し
、
精
査
吟
味
す
る
こ
と

(

2

)

 

に
よ
り
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
法
治
瞳
制
の
輪
郭
お
よ
び
強
制
力
を
有
す
る
法
秩
序
鐙
系
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
紀
元
前
後
数
世
紀
か
ら
の
イ
ン

ド
文
化
の
影
響
お
よ
び
そ
の
受
容
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
様
々
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
先
ず
第
一
に
、
嘗
時
の
碑
刻

(
3
)
 

文
の
解
讃
か
ら
は
じ
ま
り
、
次
に
歴
史
、
言
語
、
宗
数
、
建
築
、
美
術
史
、
園
像
翠
等
の
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
専
門
研
究
が
縫
績
し
て
行
な

〈

4
)

わ
れ
て
き
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
古
い
時
代
の
土
着
社
舎
の
一
一
部
が
、
イ
ン
ド
的
文
物
の
受
容
と
習
合
に
よ
り
あ
る
時
間
的
経
過
と
諸
篠
件
の
克

服
の
後
に
、
小
園
家
の
形
成
へ
と
護
展
す
る
。
こ
う
し
た
骨
組
の
線
瞳
と
も
い
え
る
「
イ
ン
ド
化
」
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
皐
者
セ
デ

ス
(
の
・
。
8
ι
g
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ハ
イ
ン
ド
化
と
は
〉
王
権
が
イ
ン
ド
的
枠
組
の
上
に
築
か
れ
、
ヒ
ン
ド
ヮ
激
主
傍
教
の
信
仰
、

阿川区品

E
の
神
話
、
そ
れ
に
り

rasa削
四
件
目
の
遵
守
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
究
語
で
表
記
す
る
と
い
う
一
つ
の
組
織

(
5〉

化
さ
れ
た
文
化
の
護
展
伸
張
と
し
て
本
質
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
」

(

6

)

(

7

〉

(
8〉

(

9

)

ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
法
慣
習
お
よ
び
法
翠
盟
系
の
研
究
者
に
は
、
す
で
に
セ
デ
ス
、

H
P
F
S
m丘
、
ペ
・
∞
g
m
m
Z
な
ど
が
い
る
。
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ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
政
治
を
一
言
で
い
え
ば
、
王
を
中
心
と
し
た
J

寡
頭
政
治
侵
制
で
あ
っ
た
。
先
ず
王
は
嘗
時
の
「
E
m
R同
(
城
市
〉
の
力

(

川

山

〉

、

〈

日

)

強
き

F
o
E吋
(
保
護
者
〉
で
あ
り
、
自
ら
を
「

ω白
-y
g
E
Z回
(
イ
ン
ド
ラ
一
想
や

ω
F
S
紳
の
化
身
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
臣
民
を
護
る
こ

(

ロ

)

.

〈

問

山

)

と
を
王
の
聖
務
ハ
旦
邑
E
5
6
と
し
て
い
た
。
ヤ
シ
ョ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
〈
J
p
b
s
a
B
B
ご
一
世
治
下
(
八
八
九
l
九一

O
ご
ろ
)
の
碑
文
で
は
、
「
王

の
不
滅
の
職
務
は
法
の
規
範
を
維
持
し
、

カ
1
ス
ト
お
よ
び
忠
日
目
刊
を
堅
持
し
、
そ
れ
に
諸
紳
の
祭
儀
を
執
り
行
い
、
過
ち
に
雁
じ
て
犯

人
を
罰
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
掲
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
王
は
嘗
時
の
政
治
を
統
轄
す
る
要
石
的
な
存
在
で
あ
り
、
政
治
方
針
と
そ
の
賓
行
は
、

(

U

)

 

王
お
よ
び
王
を
取
り
巻
《
高
級
官
僚
と
宗
務
関
係
者
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
祭
政
一
致
的
な
色
彩
の
強
い
政
治
鐙
制
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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こ
の
郡
の
下
位
に
は
∞

E
W
・
畑
町
円
削
旨
同
(
村
〉
の
行
政
車

(
叩
山
)

位
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
や
村
に
は

w
E
o
m
i
gヨ
(
郡
の
長
〉
お
よ
び

w
E
o
m
凹

E
W
〈
村
の
長
〉
が
い
て
賦
役
・
牧
税
・
土
地
買
買
・

(
時
)

嘗
時
の
地
方
制
度
は
、

4
ル包

3
・
M
M
g
g
E
(郡
〉
と
い
う
地
方
単
位
に
分
け
ら
れ
、

境
界
決
定
な
ど
一
般
行
政
の
権
限
を
握
り
、
そ
れ
な
り
の
支
配
置
制
が
機
能
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
専
門
職
の
下
級
官
吏
、
村
に
は
有
力

(

げ

〉

者
、
長
老
、
宗
教
者
な
ど
が
い
た
。

(
同
)

王
は
い
つ
も
「
法
の
敵
令
羽
田
r恒
判
長
田
宮
町
D
〉
」
の
勝
利
者
で
あ
り
、
ヤ
シ
ョ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
一
世
が

(
m
M
)
 

自
身
で
見
い
出
し
て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
王
は
圏
内
の
卒
和
を
確
立
し
、
法
秩
序
を
維
持
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
何
よ
り
も
司
法
行
政
が
有
数
に
機
能
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
王
の
一
つ
の
権
限
は
刑
杖
(
仏
国
主
る
を
用
い
て
小
悪
事
か
ら
大
罪
ま

(

m

山

〉

〈

幻

)

で
懲
罰
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
王
は
法
務
関
係
官
吏
を
従
え
て
、
自
ら
法
廷
を
指
揮
し
た
が
、
多
く
の
場
合
、
王
が
命
令
公
営
8
6
を
出
し
、

(n〉

そ
の
裁
剣
樺
を
法
廷
合
g
f
g
F削
)
に
委
任
し
て
い
た
。

本
論
文
で
は
、
嘗
時
の
法
杜
舎
の
必
然
的
な
所
産
で
あ
る
裁
判
と
訴
訟
問
題
を
採
り
あ
げ
、
そ
の
具
鐘
例
と
し
て
剣
例
二
件
の
試
語
を
行
な

(
却
〉
ぃ
、
関
連
す
る
司
法
碑
文
の
精
査
と
検
討
に
基
づ
き
、
法
秩
序
睦
系
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
は
強
制
力
を
有
す
る
祉
曾
規
範
で
あ
り
、

「
訴
訟
に
お
い
て
も
正
し
い
方
法
を
自
分

-102-

特
に
個
人
の
利
害
に
密
接
に
開
興
す
る
法
廷
の
制
度
と
そ
の
罪
科
と
法
の
適
用
を
め
ぐ
り
、
制
度
上
か
ら
錯
綜
し
た
嘗
時
の
法
慣
習
と
、

ボ
ジ
ア
の
土
着
的
要
素
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ン

法
廷
の
人
的
構
成

(
斜
)

碑
文
の
考
察
に
よ
れ
ば
嘗
時
の
司
法
機
構
に
は
、
上
級
裁
剣
所
と
し
て
の
首
都
法
廷
守
B
H
v
g
v
g
ロ
国
間
同
国
〉
お
よ
び
下
級
裁
剣
所
と
し
て
の

(

お

)

地
方
法
廷
(
三
島

8
5削
-
t
g苫
・
之
島

g
F削臼
E
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
剣
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
寺
院
附
属
の
法
廷
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
院
法

(お〉

廷
は
、
王
か
ら
認
知
さ
れ
た
神
の
領
域
包
g
D
4
5
5
内
に
お
い
て
、
寺
院
と
寺
院
に
直
属
す
る
村
落
の
諸
事
件
を
慮
理
し
て
い
た
よ
う
で
あ

(幻〉
る。



(お〉

法
廷
も
し
く
は
法
廷
の
在
る
場
所
を
指
す
用
語
に
は
「
岳
民
自
民
E
W
R
S同
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一

O
一
五
年
の
碑
文
で
は
、
法
廷
構

(mm) 

成
員
が
集
ま
る
と
こ
ろ
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
地
方
法
廷
の
建
物
お
「
B
呉

g
g
g宮
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
貧
際
に
は
所
在
地
の
意
味

(鈎〉

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
廷
を
指
す
「
三
島
田
与
冨
」
は
法
廷
に
ふ闘
わ
る
閥
係
者
集
圏
を
指
し
、
「
三
島
内
回
目
H
R自
主
E
W
R
S同
」
は
所
在

地
(
建
物
を
含
め
)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
法
廷
の
長
窃
阻
害
削
官
巴
〉
〉

法
廷
は
敷
名
の
メ
ン
バ
ー
で
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
首
都
法
廷
お
よ
び
地
方
法
廷
と
も
に
、
裁
剣
長
広
あ
た
る
法
廷
の
長
〈

8
5引

〈
川
副
)

宮
巴
〉
が
い
て
、
王
か
ら
委
帽
帰
さ
れ
た
職
権
を
行
使
し
て
い
た
。
こ
の
法
廷
の
長
に
は
四
階
級
の
ラ
ン
グ
付
が
あ
っ
た
。
そ
の
職
務
は
訴
訟
の

準
行
を
司
り
、
剣
決
の
執
行
を
見
守
っ
て
い
た
。
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン

Q
a
g
m
g
g
〈
)
五
世
治
下
(
九
六
八
|
一

O
O
一
〉
で
は
、
大
臣
職

(
匁
〉

剛
山
削
』
島
己
由
自
白

Z
B
S
Eロ
が
特
に
法
廷
の
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
一

O
二
五
年
の
碑
女
で
は
、
王
師
(
〈
g
f
o
E
E
)
が
回
y
o
m品
目
白
の
村
の

ハ

お

)

(

川

副

〉

法
廷
の
長
を
務
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
長
所
短
所
の
検
査
官

(
m
g
邑
8
色
白
墨
ロ
)
が
法
廷
の
長
で
あ
っ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
に

g
r
E官
丘
(

お

)

職
は
、
専
門
職
で
は
あ
っ
た
が
同
時
に
貴
顕
や
高
官
・
宗
務
官
な
ど
が
そ
の
時
々
で
「
法
廷
の
長
」
職
に
就
い
て
い
た
事
賓
が
剣
明
し
て
い
る
。

-103ー

八
陪
席
剣
事
〈
g
r
E
M
S〉

ハ

鉛

〉

法
廷
の
長
に
績
く
高
紐
官
吏
と
し
て
は
陪
席
剣
事
〈
闘
争
E
g
c
が
い
た
。

1
2
0
-
m
o
-
O
B
J門
即
日
碑
文
に
は

F
o
m
の
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
た
四

法
廷
の
長
所
短
所
の
検
査
官

m
m
g
色
白
包
含
忌
ロ
ミ
各

g
F
3
と
J

共
に
訴
訟
に
立
J

舎
っ
て
い
た
。

回
曲
げ
日
戸
倒
的
民
の
〈
副
司

名
の
陪
席
剣
事
が
、

宮
可
制
ロ
自
営
は
村
の
長
老
(
開

ass-LE〉
に
禽
っ
て
団
地
の
境
界
桂
調
査
を
行
な
い
、
王
か
ら
の
命
令
で
正
し
い
境
界
桂
を
再
敷
設
し
た

(

釘

〉

(

叩

叫

〉

の
で
あ
っ
た
。
開
会
問
ロ
母
宅
2
4
-
S
と
い
う
名
前
の
陪
席
剣
事
は
、
土
地
寄
準
を
碑
文
に
す
る
よ
う
王
か
ら
命
守
円
払

aε
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
陪
席
剣
事
た
ち
は
、

F
o
m
や
〈
与
の
タ
イ
ト
ル
し
か
な
く
、
法
廷
の
長
に
比
べ
で
祉
曾
的
地
位
が
低
く
、
補
佐
役
的
な
役
割
の
剣

事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

341 

〈
長
所
短
所
の
検
査
官

3
5邑
8
邑
忠
一
ロ
〉
〉
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(
m
m〉

狭
義
に
は
法
廷
に
関
係
す
る
重
要
な
高
官
で
あ
る
が
、
法
廷
で
の
職
分
は
不
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば

(

紛

)

登
場
し
、
む
し
ろ
刑
事
裁
剣
に
精
通
し
て
い
た
人
物
ら
し
い
。
村
(
臼
2
5
に
結
び
つ
い
た
り
、
寺
院
に
配
属
さ
れ
た
り
し
た
の
ロ
担
邑
♀
色
白
弘
吉

(

H

U

)

(

必
)

が
い
た
し
、
前
述
の
と
お
り
陪
席
刑
事
と
共
に
訴
訟
を
裁
い
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
郡
の
長
や
村
の
長
の
協
力
を
得
て
検
地
を
行
な
っ
て
い

(
必
)
る。

。EE仏
0
0由
仏
国

H
U
Z
は、

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
歴
史
回
廊
(
第
三
回
廊
南
面
西
側
)
に
は
、
ス
I
ル
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン

(ω
ロ
q
ミ
問
自
由
ロ
)
二
世
(
一
二
三
l
二
四
五
ご

(
μ
叫
〉

ろ
)
の
王
座
の
近
く
に
、
一
部
の
の
E
M包
O
品
位
向
丘
ロ
が
彫
ら
れ
、
大
臣
(
自
B
Eロ
)
と
同
格
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
の
E
E号
制
同
'

(
必
)

円
宮
同
位
ロ
は
法
廷
の
長
と
共
に
王
令
の
執
行
に
橋
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
関
口
宮
号
制
包
白
色
ロ
職
に
就
い
て
い
る
入
た
ち
は
、
法
廷
の
長
な
ど
と

(必〉

同
格
に
近
い
世
俗
の
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て
い
て
、
社
曾
的
に
地
位
の
高
い
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

〈

U
V
R
s
a倒
的
可
凹
吟
請
者
〉

(
円
引
〉

ロ}戸田

HBae町
田
吟
請
者
は
、
行
政
や
司
法
に
お
い
て
種
々
の
数
本
を
請
み
、
法

2
r
R
B曲
)
の
位
置
づ
け
を
行
な
い
、
訴
訟
解
決
の
手
が
か

(
組
制
)

り
を
興
え
る
第
一
級
の
官
吏
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
吟
請
す
る
内
容
と
そ
の
指
示
に
は
、
残
念
な
が
ら
拘
束
力
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
捲
嘗

剣
事
に
と
っ
て
は
、
事
件
の
解
決
の
た
め
に
そ
う
し
た
論
嬢
あ
る
指
示
お
よ
び
依
援
し
た
内
容
の
提
示
、
が
必
要
で
あ
っ
た
。
碑
文
で
は
、
二
度

(
必
)

吟
稿
者
が
不
動
産
の
劃
定
に
立
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
王
た
ち
は
、
差
問
業
悪
業
の
果
報
お
よ
び
輪
廻
を
詳
説
す
る
こ
う
し
た
吟
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調
者
の
意
見
を
傘
重
し
て
い
た
の
で
、
吟
請
者
の
社
合
同
的
地
位
が
宣
向
く
、
裁
剣
に
お
い
て
そ
の
陪
席
が
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
吟
調
者
の
指
示
や
一意
見
は
、

賞
際
の
面
で
訴
訟
の
筋
道
に
沿

っ
た
内
容
で
は
な
く
、
高
遁
な
精
紳
論
で
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
必
ず

し
も
審
理
の
中
味
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
吟
請
や
指
示
が
、
事
質
上
具
盤
的
で
細
か
い
日
常
的
な
事
件
の
訴
訟
の
中
味
と
か

け
離
れ
、
そ
う
し
た
争
訟
の
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
諜
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
吟
請
す
る
内
容
が
イ
ン
ド
の
古

典
的
な
宗
数
・
道
徳
・
生
活
規
範
な
ど
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
嘗
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
こ
う
し
た
り

F
R目
忠
制
的
可
白
の
規
律
に
反
す
る
よ

(

印

)

う
な
土
着
的
な
慣
習
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。



〈
司
法
調
査
官
H
H
譲
審
剣
事

(803fgrre〉

(
日
〉

(

V

削H
0
4
E
f

凹
阻
害
削
は
秘
密
裏
に
動
く
一
種
の
司
法
調
査
官
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
務
審
の
た
め
に
現
地
調
査
を
行
な
い
、
報
告
し
て
い

(
臼
〉
た
。
烈

E
E
2ロ
〉
凶
の
肩
書
き
を
も
っ
切

F
Sき
4
R
B
S
は
調
査
官
ハ
口
町
る
で
あ
り
、
ほ
か
に
二
人
の
高
官
を
伴
っ
て
訴
訟
に
関
守す
る
調

(

臼

)

査
を
行
な
っ
て
い
た
。
同
種
の
裏
附
け
調
査
活
動
を
す
る
官
吏
に
閲
し
て
、
別
の
碑
文
で
は
法
廷
査
察
官
(
苦
闘
n
d各

g
F
S
の
活
動
に
言

(

臼

〉

(

臼

)

及
し
、
ま
た
、
法
廷
記
録
持
参
者
〈
ロ
削
同
恒
三
谷
包
件
。
田
宮

J
H
g
v
g
F
S
の
存
在
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
な
役
割
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の

南
者
と
も
傘
稿
の

g
g
g
m
r
E
o
m
の
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
い
る
の
で
、
佐
倉
的
地
位
が
高
い
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〈
司
法
事
務
の
長
(
〈
u
B
S
E『
包
ゲ
持
昨
日
ロ
)
〉

司
法
に
関
連
す
る
事
務
職
の
長
で
あ
る
。
〈
♂
可
貧
富
岡
町

g
E
E骨
E
は
わ
巳
B
S吾
村
に
お
い
て
土
地
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
、
土
地

(

白

山

)

(

貯

)

の
劃
定
作
業
に
立
曾
い
、
ま
た
別
の
碑
文
で
は
土
地
寄
進
の
手
績
き
を
行
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
タ
イ
ト
ル
か
ら
推
し
て
下
級
官
吏
で
あ
っ

〈何倍

P4削
P〉

-105ー

た
と
思
わ
れ
る
。

阿
川
白
骨
〈
容
は
や
は
り
土
地
関
係
の
職
務
に
掃
わ
る
下
級
職
員
で
あ
り
、
主
に
現
地
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
。
王
も
し
く
は
法
廷
の
命
令
に
よ

〈

同

叫

)

(

印

)

、

(

印

)

り
、
不
動
産
の
所
有
お
よ
び
境
界
の
問
題
、
土
地
の
劃
定
、
地
主
不
在
の
空
地
公
ロ
ロ
苫
包
巳
る
な
ど
の
件
で
現
地
に
赴
き
、
調
査
を
貫
施
し
、

闘
係
者
か
ら
事
情
を
聴
取
し
て
い
た
。

m
E
4
g
職
の
関
係
者
は
、
〈
忍
も
し
く
は

Fom
の
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て
い
る
の
で
下
紐
の
官
吏
と

(

日

)

(

臼

〉

考
え
ら
れ
る
。
何
回

P4g
に
は

m
g
4
g
の
長
職
が
あ
り
、
加
え
て
第
三
階
層
の
河
包
品
ひ
と
い
う
記
載
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

(

臼

)

H
U
S
〈
包
職
は
四
階
級
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
階
級
の
長
の
指
揮
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら

い
ず
れ
に
し
て
も
碑
文
史
料
か
ら
は
、
こ
れ
ら
同
一
の
剣
事
や
役
人
、
の

gv包
o
g
E忌
ロ
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
、
敷
箇
所
の
法
廷
に
開
興

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

343 
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訴
訟
の
展
開

l 

裁
剣
上
の
手
繍
き

告
訴
の
開
始
か
ら
剣
決
〈
ロ

gam)
に
至
る
ま
で
の
訴
訟
手
繍
き
〈
問
主

4
2与
問
。
を
考
察
し
て
い
く
。
『
員
職
風
土
記
』
で
は
「
民
聞
の

争
訟
、
小
事
と
雄
も
亦
、
必
ず
園
主
に
上
聞
す
」
と
報
じ
て
い
る
。
王
に
提
訴
す
る
に
は
、
王
の
側
近
ま
た
は
高
官
を
介
し
て
請
願
書

2
0
E

〈間山〉

も
し
く
は

S
U
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
王
は
前
述
の
司
法
関
係
者
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
自
ら
事
件
を
審
理
す
る

か
、
ま
た
は
法
廷

(
g
F
3
へ
委
任
し
て
検
討
さ
せ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
。

〈館山〉

碑
文
上
か
ら
分
る
範
圏
で
は
、
告
訴
に
基
づ
き
、
事
件
の
事
寅
関
係
が
事
前
調
査
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
手
順
と
し
て
は
、
先
ず
諜
審

-106ー

を
猪
嘗
す
る
官
吏
が
嘗
事
者
塑
方
を
喚
問
し
、
事
情
聴
取
を
行
な
っ
た
上
で
、
さ
ら
に
調
書
を
と
り
、
誼
人
に
謹
言
を
行
な
わ
せ
た
。
調
い
て

王
ま
た
は
法
廷
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
審
理
を
進
め
、
や
が
て
剣
決
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
に
調
査
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
地
方
法
廷
で
は
そ
う
し
た
調
査
を
し
な
か
っ
た
場
合
が
あ
っ

た
。
九
七
九
年
の
碑
文
に
よ
れ
ば
、
宮

E
g
m
r
z
s
z
R
a同巴

4
H
4
2
a
g
g
は
拳
闘
家

(
g
z者
昆
宮
〉
組
合
の
〈
♂
た
ち
に
利
子
附

〈

m山
〉

で
種
々
の
生
活
用
品
を
貸
興
し
て
い
た
が
、
こ
の
〈
若
た
ち
を
法
廷
に
直
接
出
頭
さ
せ
、
清
算
さ
せ
た
と
い
う
。

訴
訟
手
繍
き
を
見
る
な
ら
ば
、
告
訴
者
(
曲
己
主
る
が
法
廷
に
告
訴
合
邑
ろ
を
し
た
な
ら
ば
、
被
告
人
と
な
っ
た
人
物
は
、
先
ず
第
一
に
そ

の
告
訴
内
容
が
至
嘗
な
も
の
か
、
あ
る
い
は
筋
違
い
で
事
質
無
根
な
も
の
か
ど
う
か
態
度
を
は
っ
き
り
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
告

訴
人
は
、
そ
の
告
訴
が
員
正
で
正
嘗
な
理
由
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
詮
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
廷
の
長
は
調
査
、
謹
人
の
謹
言
、
誼
擦

書
類
、
さ
ら
に
紳
明
裁
判
な
ど
を
用
い
て
事
件
の
員
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
罪
と
罰
に
封
す
る
法
的
慣
習
お
よ
び
法
源
と
し
て
の
剣

例
な
ど
の
原
則
に
照
ら
し
て
剣
決
を
下
す
の
で
あ
っ
た

o
u
r
R自
民
削
回
昨
日
吟
請
者
が
裁
剣
に
関
係
し
て
い
て
、
こ
の
法
典
の
掲
げ
る
宗
数
・



(

m

∞) 

道
徳
・
慣
習
の
諸
原
則
を
述
べ
て
い
た
。
こ
う
し
た
正
規
の
裁
剣
と
は
別
に
「
調
停
制
度
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
碑
文
に
は
、

l
法
で
言
う
一
八
種
の
訴
訟
僚
項
公
認
邑
白
宮
司
白
色
呂
田

og〉
の
語
句
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
全
保
項
を
列
拳
し
た
碑
文
が
ま
だ
見
付
か
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
こ
れ
ら
一
八
種
の
訴
訟
事
件
の
中
で
強
奪
〈
印
刷
Z
g〉
罪
に
相
嘗
す
る
い
く
つ
も
の
犯
罪
例
を
掲
げ
戒

(

印

〉

め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
訴
訟
は
、
告
訴
、
反
論
、
審
理
、
剣
決
と
い
う
手
順
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。

:

ヒ
ン
刊
F

F

2

誼
人
(
印
刷
E
Z〉

首
時
の
法
廷
の
関
係
者
は
、
現
地
調
査
お
よ
び
誼
人
の
喚
問
を
中
心
に
審
理
を
進
め
て
い
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
第
三
回
廊
の
薄
肉

〈

叩

)

浮
彫
り
に
は
、
偽
護
人
公
停
包
告
な
る
が
地
獄
に
輔
落
し
て
、
罪
に
服
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ

1
法
の
立
場
か
ら
い
う
な
ら
ば
、

〈

η〉

貫
を
述
べ
る
誼
人
に
あ
の
世
の
至
一
帽
を
約
束
し
、
偽
誼
者
に
は
盟
罰
を
科
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
般
的
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
碑
文
で
は
、
特

-107-

に
謹
人
を
重
要
視
し
、
数
多
く
の
謹
人
の
名
前
を
奉
げ
て
い
る
。
多
く
の
王
も
し
く
は
富
裕
者
か
ら
の
土
地
寄
進
時
に
お
け
る
境
界
柱
設
定
の

(

冗

〉

(

河

〉

護
人
、
さ
ら
に
土
地
の
劃
定
と
貰
却
に
際
し
て
、
四

O
名
の
謹
人
が
名
前
を
載
せ
て
い
る
。
嘗
時
の
法
廷
で
は
誼
人
が
審
理
の
決
め
手
と
な
る

よ
う
な
謹
言
を
し
て
い
た
し
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
で
は
こ
う
し
た
土
地
の
境
界
お
よ
び
土
地
所
有
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
係
争
が
頻
裂
し
て
い
た
。
吋
2MM5-
地
方
に
在
る
稲

田
七
ヵ
所
の
係
争
事
件
に
お
い
て
は
嘗
事
者
を
喚
問
す
る
だ
け
で
な
く
、
村
の
四
人
の
長
老
(
四
円
削
B
S三
舎
国
〉
を
誼
人
と
し
て
問
い
た
だ
し
、

(

叫

〉

調
査
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
九
八
三
年
に
解
決
し
た
と
い
う
碑
文
で
あ
る
。

謹
言
蓋
に
立
つ
人
た
ち
も
し
く
は
調
査
に
麿
じ
た
誼
人
は
、
傘
稿
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
貴
顧
や
高
官
か
ら
一
般
庶
民
ハ
女
性
を
含
む
〉
ま
で
あ

(

お

)

(

刊

山

〉

ら
ゆ
る
社
舎
階
層
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
奴
隷
(
匹
音
色
の
人
た
ち
も
同
じ
く
誼
人
に
な
っ
て
い
た
。

345 

明
し
な
い
。

誼
人
と
し
て
謹
言
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
宣
誓
(
念
宮
吾
る
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
宣
誓
文
が
ど
ん
な
内
容
で
あ
る
か
は
剣

一
O
四
二
年
の
碑
文
で
は
、
十
五
名
の
土
地
買
却
者
た
ち
が
各
自
の
土
地
の
贋
さ
と
境
界
を
明
示
し
た
後
に
、
神
前
に
お
い
て
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「
闘
係
す
る
事
貫
〈
リ
田
地
頁
却
〉
を
否
定
す
る
(
間
宮
〈
削
念
〉
と
い
う
不
正
行
鴛
会
間
関
与
と
を
致
し
ま
せ
ん
合

E
ヨ
〉
」
と
宣
誓
(
佐
官
寄
ら
し
た

(

作

)

の
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
宣
誓
の
内
容
は
こ
う
し
た
呪
縛
的
な
文
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

3 

謹

援

物

件

首
時
に
お
い
て
も
裁
判
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
客
観
的
な
謹
援
物
件
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
誼
人
が
被

告
人
を
鱒
護
し
て
補
足
陳
述

(srbg〉
を
行
な
っ
た
な
か
で
、
誼
接
書
類

Q
5
8門
田
〉
を
奉
げ
た
こ
と
か
ら
、
告
訴
人
と
被
告
人
の
立
場
が

(

m
印
〉

逆
柿
押
し
、
有
罪
に
な
っ
て

L
ま
っ
た
裁
剣
が
あ
っ
た
(
後
述
の
剣
決
謬
そ
の
一
参
照
〉
。

一O
三
七
年
の
碑
文
に
は
、
記
録
保
管
職
の

ωcragg

が
王
朝
の
系
譜
・
王
へ
の
奉
仕
・
諸
王
の
篤
行
な
ど
を
書
き
留
め
、
そ
れ
ら
の
「
王
の
記
録
(
〈
円
谷

F
E
6
の
ま
と
め

(-gg巴
が
聖
な
る

(

剖

)

薄
板
版
(
〈
同
島
円
一
r
g〉
に
残
さ
れ
、
同
・
』
・

ω同日

ω
-
w
r
R
U
4民
間
百
円
谷
〈
手
刷
円
寺
院
)
に
蔑
さ
れ
る
」
と
あ
り
、
同
碑
文
は
繍
け
て
一

O
三
八

(
創
)

年
に
王
の
命
令
が
「

5
r
y包
同
の
村
に
残
し
て
お
く
聖
な
る
石
桂
宰

5
円
aas〉
の
上
に
刻
ま
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
土
地
の
境
界
を

(

位

)

(

回

)

記
載
し
た
「
登
記
簿
令
円
谷
宮
田
E
E〉
」
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
別
の
碑
文
に
は
製
紙
業
者
(
宮

E
E
S〉
が
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
五
世
は
、
二
集
圏

(
g
g白
)
の
新
設
に
際
し
て
敷
令
を
設
し
、
そ
の
命
令
を
銀
製
の
聖
な
る
薄
板
版
令
g

f

円安

ε
に
刻

(

倒

)

字
し
て
、
そ
れ
を
法
廷

(
d
g
f
昏
民
自
邑
ケ

H
r
R
S白
)
に
保
存
し
て
お
く
よ
う
に
命
じ
た
。

嘗
時
の
重
要
な
法
律
行
震
は
、
紙
・
貝
葉
・
張
り
あ
わ
せ
た
皮
革
・
碑
文

e
g
g
s
往削回
S
B
F
ω
〉
・
金
属
薄
板
文
書
な
ど
を
用
い
て
公
式
に

記
録
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
王
の
命
令
・
土
地
の
貰
買
・
寄
進
・
受
領
・
境
界
関
係
の
記
録
、
さ
ら
に
新
集
圏
の
創
設
な

ど
が
現
存
す
る
碑
刻
文
中
に
言
及
さ
れ
、
寅
際
に
列
皐
さ
れ
て
い
る
。
嘗
時
主
は
一
一
部
の
高
官
に
地
方
の
給
輿
保
有
地
を
興
え
て
い
た
が
、
そ

(

回

)

の
教
令
が
法
廷
の
誼
擦
文
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

る
範
圏
で
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
記
録
を
作
成
す
る
慣
行
が
、
一
般
に
普
及
し
て
い
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
碑
文
史
料
か
ら
剣
現
す

王
の
権
力
や
権
限
に
闘
す
る
記
載
が
多
く
、
や
は
り
謹
文
な
ど
の
作
成
は
特
別
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
裁
剣
の



途
中
で
採
り
あ
げ
ら
れ
る
謹
援
書
類
は
ブ
た
ま
た
ま
見
附
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
も
し
こ
う
し
た
誼
文
が
あ
れ
ば
、
完
全
な
誼
援
物

件
と
し
て
の
債
値
を
有
し
、
裁
剣
が
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
王
の
命
令
な
ど
が
金
属
板
に
刻
ま
れ
、
法
廷
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い

う
が
、
法
廷
の
長
は
こ
れ
ら
を
参
考
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
刑
事
事
件
で
は
容
疑
者
か
ら
自
由
を
得
る
た
め
に
、
珠
審
中
も
し
く
は
裁
判
中
に
拷
聞
を
行
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
碑
文
に
は
そ
う

(

郎

〉

し
た
拷
聞
の
道
具
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

4 

神

明ι

裁

ヂ0・

古
ク
メ

l
ル
語
碑
文
に
は
紳
明
裁
剣
に
闘
す
る
記
載
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
西
北
部
の
ス
ト
ウ
ン
・
ス
レ
ン
地
方
で
護

見
さ
れ
た
碑
文
(
烈
・

8
3
に
は
「
ロ
包
匂
B
O
E
Y
E白
(
誓
呪
文
を
忘
れ
た
〉
〈
削
℃
〈
E
Y
B同
は
、

〈削同
V

H

ロ
に
、ゲ}岡山
H

H

M

F

(

H

土
地
〉
と
師
同
市

(
町
山
〉

(
H稲
田
〉
を
輿
え
・
・
・

4
E
σ
g
r
E
(法
廷
)
・
・

-
Eゲ
ゲ
削
ロ
ロ
日
M
E
E
S
(法
廷
と
謹
書
〉
」
と
い
う
断
片
的
な
一
節
が
あ
る
。
セ
デ
ス
は
こ
の
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同】片田恒正

E
E
を
「
誓
言
・
誓
呪
文
」
と
解
響
し
、
神
剣
に
入
る
前
の
誓
呪
的
決
ま
り
文
句
と
述
べ
て
い
る
。

紳
明
裁
剣
一に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
碑
文
史
料
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
漢
文
史
料
で
〈∞∞〉

確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
二
九
六
年
ア
ン
コ
ー
ル
を
訪
れ
た
中
園
人
周
達
観
は
、
そ
の
見
聞
録
『
員
職
風
土
記
』
の
中
で
、
紳
閉
裁
剣
を
採
り
あ

げ
て
い
る
。
周
達
観
の
指
摘
に
よ
る
と
、
神
剣
に
訴
え
る
理
由
は
、
犯
人
(
違
反
を
し
た
)
か
ど
う
か
剣
別
の
方
法
が
ほ
か
に
な
い
場
合
、
も
う

一
つ
は
被
疑
者
の
二
人
(
二
組
〉
の
う
ち
ど
ち
ら
が
員
犯
人
で
あ
る
か
を
剣
定
す
る
手
段
と
し
て
神
剣
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

(

ω

)

 

こ
う
し
た
神
剣
に
つ
い
て
は
高
橋
論
文
が
す
で
に
指
摘
ず
み
で
あ
る
。
漢
文
史
料
に
掲
載
さ
れ
た
紳
明
裁
剣
を
摘
記
す
る
な
ら
ば
、
探
湯

(
叩
〉
(
引
〉
(
回
〉

(
m
m
〉
(
川
出
)
(
問
山
)
(
田
山
〉

(
沸
油
〉
神
剣
、
識
火
神
剣
、
氷
神
剣
、
猛
獣
神
剣
、
鴎
米
神
剣
、
病
魔
神
剣
、
神
水
紳
剣
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
古
代
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
神
明
裁
剣
は
、
イ
ン
ド
起
源
の
い
く
つ
か
の
要
素
を
と
り
入
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
経
過
を
裏

(

m
引
〉

附
け
る
史
料
が
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
神
明
裁
剣
に
は
、
い
く
つ
か
の
貼
で
イ
ン
ド
と
の
類
似
性
が
あ
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
神
剣
で
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は
複
数
の
容
疑
者
を
同
時
に
裁
く
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

〈

mm〉

イ
ン
ド
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

四

剣
決
文
を
め
ぐ
っ
て
|
|
剣
例
二
題
|
|

ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
裁
到
、
告
訴
、
反
論
、
審
理
、
判
決
と
い
う
四
段
階
の
筋
道
を
踏
ん
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。

〈
剣
決
そ
の
一
「
女
奴
隷
吋
巳
同

g
r
3
P
逃
亡
告
訴
事
件
」
〉

(

仰

〉

一
O
世
紀
の
吋
白
色
一
月
o-o目
、
ロ
ヨ
碑
文
ハ
穴
-

M

∞ω〉
は
、
タ
イ
園
境
近
い
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
!
ト
地
方
で
護
見
さ
れ
た
。
そ
の
碑
文
は
古

グ
メ

1
ル
語
で
書
か
れ
、
告
訴
か
ら
剣
決
ま
で
の
詳
し
い
経
過
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
告
訴
人
二
人
〈

S
J円
o
w
と
そ
の
妻
と
思
わ
れ

る
。
吋
包

HNow
は
、
〈

S
H
N
E
が
一
頭
の
水
牛
を
入
手
す
る
た
め
に
叶
包
穴

gyu可
包
を

ω芯
四
〈
口
同
信
(
U
E
P

に
質
入
れ

erg、
つ
ま

り
人
身
措
保
に
預
け
た
と
主
張
す
る
。
〈

S
H
N
E
は
水
牛
の
代
債
と
し
て

ω
Z凶
〈
口
問
者

(
U
S
P

に
、
吋
同
片
岡

g
r
ヨP
を
輿
え
た
が
、
こ
の

吋白
F
W
S
F
M
可
包
が
逃
亡
し
た
た
め
、
代
わ
り
に
女
奴
隷
を
入
れ
、
そ
れ
が
再
び
逃
げ
だ
し
た
た
め
に
吋
包
同

g
r苫
P

の
姪
叶
包
何
回
召
立
刊

を
そ
の
代
り
に
差
し
出
し
た
。
二
人
の
告
訴
人
は
こ
の
姪
に
劃
し
て
何
ら
か
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
姪
を
無
断
で
そ
の
逃
亡
し
た

-110-

伯
母
の
代
替
え
に
し
た
こ
と
が
告
訴
の
動
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
事
情
聴
取
を
し
て
み
る
と
、
被
告
人
の
〈

S
H
N
E
は

ω
g
m
〈
E
召
(
U
E
P

か
ら
寅
際
に
は
水
牛
を
利
子
附
で
借
り
、
そ
の
水
牛
を
税
の
一
つ
で
あ
る
「
王
へ
の
奉
仕
?
と
白

E
qる
」
税
と
し
て
〈

q
z
g
に
供
出
し
た

の
で
あ
る
。
宮
島
〈

g
e
n
z
p
は
最
一
初
こ
の
叶
巳
問
自

S
S
を
寺
院
へ
寄
進
し
、
そ
の
事
貫
を
誼
文

e
g
g
s〉
に
記
し
た
。
従
っ
て
、
こ

の

ω
R
m
は
叶
曲
仲
間

g
r
E
P
が
逃
げ
出
し
た
時
に
異
議
を
申
し
立
て
、
そ
の
代
り
に
〈
忍
河
田
戸
か
ら
そ
の
姪
吋
乱
開

2
6伊
丹
を
も
ら
い
受

け
、
同
じ
く
寺
院
で
働
か
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
過
を
司
法
調
査
官
も
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
二
人
の
告
訴
人
は
、
こ
う
し
た
事
寅

を
知
ら
ず
に
叶
丘
叶

gru言
。
が
水
牛
を
得
る
た
め
に
人
質
播
保
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
姪
が
寺
院
で
働
か
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
告
設
に

踏
み
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
法
廷
は
こ
の
告
震
に
は
理
由
が
な
い
と
剣
断
し
、
告
訴
人
二
人
に
劉
し
顔
面
五
十
回
の
卒
手
打
の
刑
と

い
う
逆
穂
有
罪
の
剣
決
を
言
い
わ
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。
吋
包
剛
内
回
同
世
田
MFH

は

ω広
田
〈
ロ
胆
同
百
円
U
Z
P

に
戻
さ
れ
、
寺
院
で
再
び
働
く
こ
と
と



の
剣
決
しで
あ
っ
た
。
こ
の
碑
文
に
は
、
司
法
調
査
官
、
四
人
の
陪
席
剣
事
、
そ
れ
に
二
人
の
高
官
が
名
前
を
載
ぜ
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
は

の

EMas邑
R
b庄
の
役
職
者
で
あ
っ
た
。

《
詩
文

V
A
面
「
・
・
-
〔
告
訴
の
問
題
に
関
し
て
〕

法
廷
の
司
法
調
査
負

R
S
E
P
〉
守
山
山
門
間
切
吉
宮
号
国
司
自
由
巴
・
・
・
〈

S
Jへo
y
n包
(
職
の
〉
4
H
同
V

Fヨ」『削除
w
r
E
S
-
-
9
お
よ
び

叶
忠
一
同
ow
は
、
〈
削
匂
何
回
ロ
お
よ
び
〈
口
同
告
の
E
P
の

ω
g
m
-
・
・
問
問
H
M
『同
一
に
劃
し
て
訴
訟
を
起
し
た
。
こ
と
に
お
い
て
は
法
廷
の

調
査
員
が
・
・
・
〈

ιミ
右
民

S
S
の

4
R
m但
J

ハ
組
合
〉
の
吋
削
凶
問
。
w
お
よ
び
の
包
需
品
目
印
岡
宮
容
の
v

〈
S
Jへ
or
は
告
訴
人
の
資

格
で
v

告
訴
し
た
。

回

E
r
B即日
O
W
曲
へ
行
っ
た
王
〔
国
民
訓
告
R
B
S
同
(
九
四
二
|
九
四
四
)
〕

の
治
下
に
お
い
て
、
〈

ι白
百
一
宮
H
Sロ
同
の
〈
削
匂
列

E
ー
は
吋
曲
目

阿内田同世間
V
F

仲
の
伯
母
の
吋
包
同

S
Z包
を
得
て
、

gs〈
E
召

C
m
p
に
〔
彼
女
を
〕
質

Q
r
g
と
し
て
差
し
出
し
た
。

q
s
H
U戸
は
〕

水
牛
一
頭
を
入
手
し
て
、
〈
4
2
2
に
〔
水
牛
を
〕
輿
え
た
。

2
8
z
g
は〕

}UE仏
cm円
削
日
村
の
人
で
、

rp〈
ロ
回
同
省
の
籾
の
長
で
あ
っ
、

た
。
吋
包
関
白
ロ
ruBP一
が
逃
げ
出
し
、
〈
削
匂
一
同
州
国
戸
は
も
う
ひ
と
り
〔
の
女
〕
を
選
び
、
叶
包
関
白
ロ
ru可匝
P
の
代
わ
り
に
働
か
せ
る
(
官
省
お
〉

の
た
め
差
し
出
し
た
。
こ
の
〔
女
〕
人
も
逃
げ
出
し
た
た
め
、
〈
削
℃
何
回
口
は
吋
包
沢
田
口

r
Eひ
の
代
わ
り
に
働
か
せ
る
た
め
吋
包
烈
胆
告
M
M
X

を
得
た
。
被
告
人

2
8
E
Z〕
は
告
訴
人
か
ら
の
告
護
を
否
定
し
た
が
、
切
E
V自
己
O
W
田
へ
行
っ
た
王
の
〔
治
〕
下
で
、
〈

S
H
N
S
は

ω
g同
〈

EH
官。
z
p
か
ら
水
牛
一
頭
を
入
手
し
、

H
m
p
〈
ロ
同
信
の
籾
の
長
〈
8
2
2
に
水
牛
を
輿
え
た
こ
と
を
一認
め
た
。
〔
〈
S
M
N
E

は〕、

〔そ
の
後
〕
逃
げ
て
し
ま
う
、
同
国
炉
問
g
Y
3
P
を
代
わ
り
に
差
L
出
し
た
。

-
は
〔
以
下
の
〕
補
足
申
し
立
て
を
つ
け
加
え
た
。
'〈

8
m
g
は
〈
む
印
可
右
民

S
E
-の
十
人
長
で
あ
り
、
皆
冊
目
日
〈
ロ
陣
容

の
H
m
p
か
ら
水
牛
を
利
子
附
で
借
り
、
籾
の
長

2
8
2
0回
〕
に
劃
す
る
王
の
奉
仕
分
割
]
長
削

qる
を
果
す
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

ω芯
出
〈
ロ
白
告
の

H
B
へ
の
水
牛
の
代
債
と
し
て
叶
曲
目
関
g
r
3
P
を
興
え
た
。

g
g同
〈

g
n
H
C
S
は
】
吋
包
関
g
r
u可
包
を
得
て
、
〔
彼

女
を
〕

ωHS官時仲間口
mw

一
脚
〔
寺
院
〕
へ
差
し
出
し
、
謹
書
に
こ
の
事
責
を
書
き
留
め
た
。
叶
巳
関
g
v
u
B
P
が
逃
げ
た
の
は
し
ば
ら
く
た
っ
て

∞仲mw
町
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〈
削
匂
何
回
己
は
吋
包
}
内
田
ロ
ru可包
'j

の
代
わ
り
に
叶
同
日
開
田
恒
同
去
を
輿
え
た
。

か
ら
で
あ
っ
た
。

ωzmv
〈
ロ
回
告
の

Z
D
は
〈
同
日
】
河
田
口
に
〔
吋
包
関

S
S
S
を
〕
要
求
す
る
た
め
〈
削
匂
何
倍
己
ー
を
掴
え
に
行
か
せ
た
。

ω
g
m
〈
口
同
ヨ
ロ

B
P
は
、
吋
曲
目
関
mwHHMMM広
を
得
て
、
日
4
同・

回
出
件
付
自
同
一
押
〔
寺
院
〕
へ
差
し
出
し
た
。
吋
包
同
国
召
H
V

伊
丹
は
神
〔
寺
院
〕
の
許
で
働
い
た
。
」

B
面
「
・
・
・
五
人
・

-
-
m
4回
f
Eス
寺
院
の
奴
隷
た
ち
は
〕
、

ω
2
3
A
A自
白
神
の
許
で
働
く
・
・
・
異
議
の
申
し
立
て
も
な
く
・
.

今
の
と
こ
ろ
〈
削
匂
ペ
ow
お
よ
び
吋
包
岡
山
O
W

は
・
・
・
〈
削
回
以
ペ
ow
お
よ
び
、
吋
削
白
河
or
は
〔
ω円。回〈
E
ヨ
Q
g
の
〕
補
足
申
し
立
て

を
知
ら
ず
に
い
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
告
訴
に
係
わ
る
の
は
、
、
吋
倒
防
一同
ow
か
ら
申
告
の
あ
っ
た
叶
包
関
田
ロ
ruE白P
の
こ
と
で
あ
り
、

-・

3
曲目関

S
S
S
は
〕
水
牛

一
頭
の
代
債
と
し
て

ω
g
m
〈
口
問
告
の
Z
P
の
許
に
〔
質
と
し
て
預
け
ら
れ
て
い
た
し

J
ω
g
m
〈
ロ
曲
告

。ZF
が
誼
文
に
書
き
と
め
て
い
た
。

-
・
紳
へ
差
し
出
す
た
め
に
〔
、『
巳
関
ω
召
同
訟
を
得
て
い
た
。
〕
〔
司
法
調
査
員
は
以
下
の
こ
と
を
〕
確
認

し
た
。
〔
告
訴
人
〕
吋
削
山
河
ow
の
申
告
〔
と
は
反
射
に
〕、
水
牛
一
一
頭
の
代
債
と
し
て
〈
忍
何
回
己
が
興
え
た
の
は
吋
丘
同
S
F可
包
で
あ

っ
た
こ
と
。
逃
げ
出
し
た
の
は
吋
巳
関
g
r
ヨP
で
あ
っ
た
こ
と
。
〈
削
同
】
列
同
信
は
同
ピ
剛
内
回
同
沼
田
弘
同
を
得
て
、
〔
吋
包
関

g
S
S
の
〕
代
わ

り
に
輿
え
た
こ
と
。

gs一〈
ロ
但
召

(UZP
は
吋
巳
関
回
同
沼
田
正
を
得
て
、

ω
-
4
8
A宮ロ同

へ
差
し
出
し
た
こ
と
。
〔
吋
弘
同
曲
沼
田
M
X

は
〕
生
ま

れ
て
き
た
子
供
た
ち
や
そ
の
孫
た
ち
す
べ
て
の
者
ま
で
紳
に
仕
え
て
い
た
こ
と
。

只
今
、
〈
者
一
ペ
or
お
よ
び
吋
刷
出
河
or
は
、
異
議
を
申
し
立
て
た
通
り
、
〔
吋
包
穴

S
S包
を
〕
質
の
形
で
預
け
た
の
は
少
な
く
と
も

〈

S
H
Nき
で
あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ
、
叶
包
阿
内

SHMU『
包
の
代
わ
り
の
女
人
を
差
し
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
述
べ
た
。
こ
の
黙

に
つ
い
て
吋
包

m
o
r
お
よ
び
〈

S
J同
O
F

に
封
ず
る
〔
こ
の
件
に
つ
い
て
の
〕
詮
擦
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
ら
二
人
は
顔
面
卒
手
打
五

十
回
を
受
け
る
有
罪
の
宣
告
と
な
っ
た
。
吋
包
阿
ハ
2
4
X
は

ω
g
m
〔〈

E
自
の
R
D〕
の
許
に
戻
り
、
指
固
に
従
い
以
前
通
り
紳
へ
仕
え
る

こ
と
に
な
る
。

司
法
調
査
官

(
H珠
饗
剣
事
〉
リ

一同
S
E
E
K
F四
ω
H
M

切

r
S
E
4
R
B
S

陪
席
剣
事

HFomMMX同
削
ロ
回
忌
自
由
・

一一戸
内
》
凶
戸
ド
0
凶
〉
S
E
g
p
F
o
m
3
1日片付削
H
3



誼
人
尋
問
に
居
合
せ
た
人
u

寄
注
目
町
同
ロ

E
g
o
z
e
o宮
E
予

法

廷

の

の

c
o包
o
E
R
aロ
役
の

ω丹
市
田
宮
、
吋
丘
O
同住・

〈
剣
例
そ
の
二
「
境
界
柱
抜
取
り
横
領
事
件
」
〉

÷

(

肌

)

次
に
九
六
一
，一
年
の

Z
詳
、

g
n雪印
W

碑
文
-
負・

5
C
は
、
同
じ
く
古
ク
メ

l
ル
語
碑
文
で
あ
り
、
境
界
桂
抜
取
り
お
よ
び
牧
種
物
横
領
の

事
件
に
閲
し
て
告
訴
か
ら
剣
決
ま
で
の
経
過
を
俸
え
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
、
ラ
ー
ジ
エ
ン
ド
ラ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
二
世
宿
旦

g除
雪
印

g
g
p

九
四
四
|
九
六
八
〉
の
治
世
中
に
玉
都
ア
ン
コ
ー
ル
よ
り
北
東
約
八
十
キ
ロ
に
在
る
コ

l

・ヶ
l

〈
問
答
関
白
〉
地
方
で
起
き
た
地
方
役
人
の
不

正
行
震
で
あ
る
。
〈
町
田
吉
岡
田
郡
の
長
富
岡
田
同
盟
関
g
g
p

は
王
命
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
た
田
畑
の
境
界
柱
を
抜
き
、
そ
の
牧
種
物
を
横
領

し
た
理
由
で
〈
劃
切
の
凶
に
告
訴
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
王
が
こ
の
訴
え
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
審
理
が
法
廷
で
準
め
ら
れ
た
。
こ
の
田
地
は
最

初
に
祭
手
が
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
繁
手
が
下
級
役
a
A
こ
ん
に
貰
却
し
、
こ
の
二
人
は
境
界
劃
定
の
王
命
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
告
訴
人

〈
削
句
。
凶
と
そ
の
一
族
に
こ
の
土
地
を
輿
え
た
が
、
そ
の
燦
件
は
こ
の
こ
人
が
関
係
す
る
寺
院
へ
牧
穫
の
一
一
部
を
差
し
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
郡
の
長
は
、
法
廷
に
お
い
て
自
己
を
捧
護
し
、
〈
若
〉
言
吋
広
に
踊
さ
れ
て
牧
穫
物
を
横
取
り
し
て
し
ま
っ
た
と
主
張
し
た
。

法
廷
は
郡
の
長
の
癖
解
を
い
《
ら
か
認
め
な
が
ら
、
不
法
行
震
の
命
令
を
下
し
た
理
由
で
有
罪
の
罰
金
刑
と
し
た
が
、
軽
い
一語
責
慮
分
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
郡
の
長
の
弟
は
、
一
境
界
桂
抜
き
取
り
と
米
穀
の
横
奪
を
指
揮
し
た
か
ど
で
筈
刑
一

O
二
回
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
〈
削
匂

〉
自
叫
S
は
虚
偽
の
申
し
立
て
を
し
た
理
由
で
同
じ
く
答
刑
一

O
二
回
で
あ
っ
た
。
そ
の
問
題
の
田
地
へ
関
係
者
を
案
内
し
た
〈
司
】
V
X
も
有

罪
で
あ
っ
た
。
以
上
が
そ
の
裁
剣
内
容
で
あ
る
が
、
郡
の
長
の
所
に
は
〈
与
〉
ヨ
コ
同
や
〈

S
E
?の
よ
う
な
配
下
が
い
て
、
そ
の
弟
も
郡

の
長
の
樺
勢
を
笠
に
着
て
威
張
り
、
不
正
行
震
を
卒
然
と
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
碑
文
に
は
、
法
廷
の
剣
決
(
闘
争

E
E
z
aろ
を

記
す
の
み
で
、
法
廷
の
長
の
名
前
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

《
詩
文
》
A
面
「

E
E
八
八
四
年
門
九
六
二
年
〕
、
百
円
品
目
白
の
長
冨

g
g凶
〈
可
阻
害
白
r
-
m
R
E
S
に
射
す
る
告
訴
守
苫

szg〉
を
聞
く
よ

。。

う
に
と
の
〔
ラ
ー
ジ
ェ

γ
ド
ラ
ヴ
7

ル
マ
ン
二
世
〕
王
か
ら
の
命
令
が
あ
っ
た
。

こ
の

Z
E
S由
同
日
c
p
は
王
の
命
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

351 

団
地
の
境
界
桂
を
抜
き
に
行
き
、
そ
こ
の
米
を
牧
穫
す
る
こ
と
を
人
々
に
委
ね
た
。
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だ
が
そ
の
土
地
は
〔
も
と
か
ら
〕
叶

y
g
o
p
E
の
〈
問
問
V
Z削
口
の
土
地
で
あ
っ
た
。

冨

E仲
間
出
祭
手

ω円M
Z弓

g骨
倒
立
自
己

Z
E
は
、
〈

8
2削
ロ
に
財
貨
を
輿
え
て
、
〔
そ
の
土
地
を
〕
求
め
、
次
に
〔
そ
の
土
地
に
〕
王
の
命

デ
向
同
同
一
行
剛
山

同
E
o
m
ω
ユ
〈
円
円
四
ロ
仏
門
白
〈
民
自
由
ロ
と

令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
境
界
柱
を
設
置
す
る
命
令
を
王
に
請
願
し
た
。
〔
そ
し
て
、
こ
の
二
人
の

Z
E
B
は
〕
そ
の
土
地
を
〈
与
の
ロ
と

〈
削
句
。
ロ
の
一

一族
に
輿
え
た
。
王
は
そ
れ
を
寺
院
〔
H

聖
な
る
家
〕
に
恵
み
深
く
輿
え
た
。
こ
う
し
た
土
地
で
宮
E
S出
関
口

E
P
が」

B
面
「
王
の
命
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
境
界
桂
を
引
き
抜
き
、
そ
こ
の
米
を
牧
穫
し
た
。
告
訴
の
聞
い
に
冨
E
Z間
関
R
C
P

は
、
す

べ
て
こ
れ
ら
の
事
貫
を
認
め
、
〈
削
匂
〉
B
コ
釦
が
〔
そ
の
土
地
が
〕
別
の
土
地
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
が
、
冨

g
g同
日
開
日
ロ
P

を
し
て
王

の
命
令
で
定
め
ら
れ
た
境
界
桂
を
引
き
抜
か
せ
た
〔
と
述
べ
た
〕
。
法
廷
が
〔
有
罪
の
〕
宣
告
を
し
た
人
た
ち
〔
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

v

zsgm関口
E
P
が
金

E
E
H
〔
の
罰
金
刑
〕
、
富
田
件
目
関
口

E
P
の
弟
〈
与

ωユ
は
米
を
牧
穫
す
る
よ
う
に
〔
直
接
〕
命
じ
た
の
で
背

打
一

O
一
一
〔
の
答
刑
〕
、
〈
右
〉
ヨ
叫
仲
間
は
別
の
土
地
で
あ
る
と
い
っ
た
の
で
、
担
問

-g
〔
意
味
不
明
〕
と
し
て
背
打
一

O
二
〔
の
答
刑
〕
、
〈
司

-114ー

百
件
は
米
を
牧
穫
す
る
人
々
を
導
い
た
の
で
:
:
:
:
告
訴
を
聞
く
:
:
・
:
:
」

C
面
「
同
]
ヨ
ロ
誼
明
を
〔
委
ね
ら
れ
た
〕
詮
人
た
ち
:
・
:
:
:
。
ー
団
地
は
専
有
的
所
有
物
と
し
て
〈
与
の
ロ
と
〈
与
の
ロ
の
一
一
族
広
返

還
さ
れ
た
。
同
国
H
U
E
Z
D
〉
凶
門
H
H〈
削
喝
の
固
と
そ
の
一
族
〕
の
土
地
は
、
東
に
境
界
柱
、
西
に
境
界
柱
、
北
に
境
界
柱
、
南
に
境
界
桂
〔
が

置
か
れ
た
〕
。
」

以
上
の
二
剣
例
の
結
果
、

ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
刑
罰
の
決
定
に
は
、
王
ま
た
は
法
廷
が
調
停
審
剣
的
な
立
場
か
ら
正
邪
曲
直
の
匡
別
を
行
な

王
が
布
告
し
た
法
令
等
に
違
反
し
て
刑
罰
を
受
け
る
場
合
と
が
あ
っ
た
。
前
者
は
係
争
す
る
複
数
の
人
が
法
廷
の
裁
き
に
従
っ
て

う
場
合
と
、

争
訟
を
中
止
す
る
と
い
う
個
人
的
な
性
格
を
持
ち
、
後
者
は
関
係
者
が
遵
守
す
べ
き
法
令
に
背
き
、
裁
き
を
受
け
る
も
の
で
、
そ
の
剣
決
は
公

的
性
格
を
有
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
訴
訟
に
は
事
件
の
性
質
に
よ
り
民
事
関
係
と
刑
事
関
係
が
あ
る
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
訴
訟
に
は
そ
う

し
た
匿
分
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
賓
際
に
は
私
的
利
害
の
か
ら
ん
だ
民
事
的
訴
訟
と
、
社
舎
の
秩
序
を
凱
す
刑
事
的
訴
訟
が
現
貫
に
裁
か
れ

て
い
た
。
前
者
・か
女
奴
隷
、
吋
包
同

g
s
g
逃
亡
に
は
じ
ま
る
告
訴
事
件
で
あ
り
、
後
者
が
境
界
桂
抜
取
り
横
領
事
件
で
あ
っ
た
。



五

結
び
に
か
え
て
1

1
法
慣
習
と
刑
罰
|
|
|

ア

γ
コ
l
ル
時
代
の
法
治
瞳
制
に
お
け
る
法
廷
と
訴
訟
問
題
、
そ
の
所
産
、
と
し
て
の
剣
決
文
を
検
討
し
て
き
た
。
裁
剣
の
結
果
、
剣
決
に
基

づ
く
刑
罰
が
ど
の
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
か
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
刑
罰
の
形
態
お
よ
び
量
刑
と
法
的
制
裁
の

執
行
問
題
は
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
の
で
別
稿
と
す
る
が
、
紙
幅
の
許
す
限
り
そ
の
大
概
を
記
し
、
嘗
時
の
法
と
し
て
の
祉
舎
規
範
の
内
寅
を

摘
記
す
る
。

(m〉

首
時
に
お
い
て
刑
罰
は
、
「
正
し
い
尺
度

QErse-ω
〉
」
で
有
罪
人
に
劃
し
て
執
り
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
刑
罰
は
訓

戒
的
措
置
と
譲
防
的
目
的
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
巌
し
い
内
容
の
剣
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
き
た
。
二
剣
例
か
ら
も
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

(m〉

何
の
事
犯
を
行
な
っ
た
か
を
順
序
よ
く
整
理
し
、
事
実
関
係
を
踏
え
な
が
ら
慎
重
に
審
理
し
て
い
た
。

F
o
-
2
碑
文
で
は
、
「
場
所

2
g曲
V

お

よ
び
時
ハ

E
-
6
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
裁
剣
に
お
い
て
正
確
な
時
お
よ
び
場
所
の
検
謹
は
重
要
な
剣
断
材
料
で
あ
っ
た
。

女
に
罪
科
の
遁
用
お
よ
び
刑
罰
の
重
軽
は
、
罪
人
の
属
す
る
祉
舎
階
組
合
同
門
官
〉
に
よ
り
異
一っ
て
い
た
。
社
舎
的
地
位
が
高
く
な
る
に
つ
れ

(
問
〉

て
、
刑
罰
が
巌
し
く
執
り
行
わ
れ
た
。
・
こ
う
し
た
罪
人
の
祉
舎
的
地
位
の
高
低
に
鷹
じ
て
の
量
刑
の
決
定
は
、

-115一

ヒ
ン
ド
ゥ

l
法
の
原
理
と
閉
じ

で
あ
っ
た
。

い
か
な
る
刑
罰
に
課
す
る
か
は
、
事
賓
の
確
定
(
場
所
と
時
〉
お
よ
び
祉
曾
階
層
別
刑
罰
な
ど
の
よ
う
な
法
的
慣
習
が
機
能
し
、
剣

決
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
た
?
従
っ
て
場
あ
た
り
で
裁
判
す
る
罪
刑
事
断
主
義
で
、な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
o
-

碑
文
に
は
同
一
の
法
務
関
係

者
が
数
箇
所
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
法
慣
習
を
踏
え
て
裁
判
を
捨
賞
す
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

〈
山
川
〉

刑
罰
に
は
瞳
刑
と
罰
金
刑
と
が
あ
っ
た
。
瞳
刑
に
は
死
刑
、
身
韓
部
の
切
断
刑
、
答
刑
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
睦
刑
執
行
人
も
い
た
。
罰

〈

附

)

金
令
一
ロ
ミ
白
〉
刑
は
現
物
納
(
例
日
つ
が
い
の
牛
を
代
わ
り
に
、差
し
出
す
〉
と
金
銀
の
同
区
宮
納
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
境
界
争
い
や
土
地
問
題

に
闘
す
る
訴
訟
事
件
が
頻
渡
す
る
の
は
、
団
地
が
重
要
な
生
活
手
段
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
嘗
時
は
法
廷
が
強
制
力
を
有
す
る
祉
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曾
規
範
を
的
確
に
実
行
し
、
そ
れ
な
り
の
法
治
機
能
を
果
し
、
社
曾
生
活
が
園
滑
に
進
む
よ
う
に
法
的
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。



告
が
そ
の
量
刑
に
不
満
の
場
合
に
は
王
へ
の
上
訴
と
減
刑
嘆
願
、

九
四
一
年
の
数
令
で
は
、
村
の
長
老
た
ち
に
王
の
命
令
に
違
反
し
た
者
を
監
に
閉
じ
込
め
る
よ
う
求
め
、
罪
人
を
留
置
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

ハ
川
山
〉

た
よ
う
で
あ
る
。
刑
務
所
と
言
え
な
い
ま
で
も
、
そ
う
し
た
犯
人
を
慮
罰
す
る
場
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
後
、
被

(削
)

王
の
特
赦
権
に
つ
い
て
碑
刻
文
中
に
言
及
が
あ
る
。
さ
ら
に
碑
文
で
は
、

と
述
べ
、
犯
罪
者
た
ち
に
謝
し
て
呪
縛
的
数
訓
的
凄
味
を
利
か
せ

354 

「
あ
の
世
に
お
い
て
罪
人
た
ち
は
三
十
二
地
獄
の
様
々
な
責
苦
を
受
け
る
」

(m) 

て
い
る
。

本
論
で
は
法
廷
に
お
け
る
人
的
構
成
の
解
明
、
調
査
に
基
づ
く
訴
訟
の
展
開
、
裁
剣
は
告
訴
、
反
論
、
審
理
、
剣
決
の
序
衣
で
あ
り
、
さ
ら

広
客
観
的
な
謹
言

・
誼
擦
の
採
用
、
法
的
慣
習
な
ど
嘗
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
濁
特
の
裁
剣
制
度
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(
問
〉

最
後
に
、
嘗
時
の
古
ク
メ

1
ル
語
・
究
語
等
で
書
か
れ
た
碑
刻
文
は
、
現
在

一
O
五
O
個
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
の
碑
文
が

諸
紳
併
に
関
係
す
る
宗
教
的
色
影
の
濃
い
内
容
で
あ
る
。
従
っ
て
史
料
の
取
扱
い
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
碑
文
内
容
の
偏
向
性
を
踏
え
て
、
先

au 

ず
嘗
時
の
祉
舎
の
原
則
や
一
般
概
念
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
祉
舎
で
機
能
し
て
い
た
規
範
、
そ
し
て
法
的
強
制
力
の
内
貫
を
浮
彫
り
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
碑
文
で
は
、
司
法
等
を
直
接
に
扱
っ
た
記
載
が
少
な
い
。
碑
刻
文
を
取
り
扱
う
上
で
、
こ
う
し
た
史
料
上
の
限
界
性
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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COURTS AND LAWSUITS IN CAMBODIA

　　　　

OF THE ANGKOR PERIOD

　　　　　　　　　　　　　　　

ISHIZAWA Yoshiaki

　　

In order to clar迂ｙthe legal system in Cambodia of the Angkor period

l eχamined the personal makeup of courts as ｗ91! as the process of lawsuits.

Consequentially l translated two court sentences experimentally. The question

of how the law as ａ social norm with authority functioned in the society

of those days万and how it supported a harmonious social life could be analys万ed

especially well upon considering the historical　material　regarding. the

procedures of accusation, defense, judgeme叫and decision.　Thus ｌ gave

a picture of how the whole legal process worked through the confirmation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

l

　

・
of facts to final punishment. And from the tｅχtof t!le sentences it became

clear that there was no formal difference between civil suits and criminal

suits in Cambodian legal customs.　　　　　　つ

　　

As another important source of material l looked into stone inscriptions

so far lsirgely overlooked by scholars. Through ａ critical evaluation of the-

material l ｗａｓ万ableto clarify the frame of the judical system of those days

and to ｅχamine ａ part of the Cambodian traditional legal system by the

way of institutional study for the first time.

4･－


